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しては、『鶴林玉露』(1251～2年 頃 南宋 羅:大経編?～?)、 『書史会要』(1376年 元末、明初
陶宗儀編?～?)が 有るが、その記載から見て日本語教育の存在 は考えられない。従って 『日
本寄語』(1523年 明 薛俊編?～?)に 至って3百 数十語が集められているが、情報収集のた
めであり、日本語教育のためではなさそうである。しかし、同じ時代(1492～1549年 間)に編集 さ
れた 『日本館訳語』(『華夷訳語』の一巻)は 、566語 を収録 し、他に短文なども収録されてお り、
日本語教材的要素を備えている。16世 紀も半ばを過ぎると日本研究 もようや く盛んになり、日本
語教育 ・日本研究書 も多 く編集されるようになったが、その代表的なものは16巻からなる 『日本
一鑑』(1566年 頃 明 鄭舜功編?～?)で ある。内容は日本の歴史、風物、民俗、言語におよび、
3404の 日本語語彙が収録されているが、教材というより辞書と言うべきものである。その後 しば
らくが、 日本語に関わるめぼしい資料が見当たらないが、明治維新に刺激された清朝政府は、日
本から多 くの教師を招 き各地で日本語 ・人文基礎科学教育を行なったが(1892～1912)、 具体的
資料に乏しい。間もなく清朝政府の教育方針が一転 して英米依存に傾き、日本人教師は送還され、
日本語教育 も廃止 されたので、その実体は更に把握が難 しい。それに反 して清国留学生の大量渡
航による日本における日本語教育の勃興は目覚ましく、嘉納治五郎による宏文学院を先駆とする
日本語教育機関の設置ならびに日本語教育の進展には目覚ましいものがあった。特筆すべ きもの
として松本亀次郎による 『言文対照 ・漢文 日本文典』(1904)、 『改訂 ・日本語教科書』(1906)は
三矢重松、松下大三郎等の協力 を得て編纂 されたもので、その後の日本語教材の作成に影響を及
ぼした。中国で1930年 代に編纂 された 『日語課本』(張我軍)な ども強 くその影響を受けている。
しかし、それは語法を中心として大量の例文を掲げたもので、文型の存在 までは意識 していない。
ともあれ当時としては画期的なもので、日本語教科書の金字塔的存在であることには間違いない。
もう一つ特筆すべ きは、1942年 に出版された 『日本語基本文型』(青 年文化協会)で ある。同書
はそれまでの古い国文法のからを破って、日本語教育のための文型 を体系的に分類 したもので、
その後の 日本語教材の編纂に大 きく寄与 している。1949年 以降中国で作成された日本語教材のほ
とんどが文法を中心としながらも必ず文型を取 り上げ整理 している。
1.1949年(新 中国成立)以 後の 日本語教材
中国における日本語教育にとって1945年 から1949年 までは不毛の時代である。
それは内戦につ ぐ内戦、政権交替の時期であ り、教育機関そのものの存在が不安定であ り、日
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本語教育など顧みる暇がなかった。






ビエ トの教授方式にしたがったものであるが、入手 したソビエ トのあまりにも立ち遅れた日本語
教科書は顧みられなかった。自編のパンフレット教材 も毎年書 き換えられ、やがてはガリ版では
あるが数冊の基礎教科書になり、ガリ版からタイプ版にかわり、内容も充実 していった。そして
1960年 には 『基礎 日語』 として商務印書館から発行された。黄皮書(イ エローカバー)が それで
ある。編集責任者は陳信徳(北 京大学日本語学科主任)で 、やはり文法を中心に据 えたものであっ







違いない。前後10年 にわたる 「文革」の問、日本語教育 は細々と続けられていたが、そこで用い
られた教材 は当時の政治状況に迎合 したものが臨時的に編集され、取るに足 らないものだった。
ただ、1973年 に中日両国の間で国交の回復が実現 し、それを契機に日本語学習熱が高まり、多 く
の教育機関に新たな日本語学科の設置を見たことは見逃せない。




員会日本語部会の下では、南(上 海外語)北(北 京大学)二 つの教材開発プロジェクトがスター
トし、日本語教科書の編纂が急 ピッチで進め られた。文型 を中心 とし、対話形式で編集された上
海外語の 『日語』教科書は1980年 に、文法を中心 とし、文型シラバスを併用 した北京大学の 『基
礎 日語』は1981年 に相次いで出版 され全国各大学 日本語学科の教科に供された。また、この出版
を待ち切れず或いはその内容に納得で きなかった一部の大学では東京外大付属日本語学校編集に
よる 『初級 日本語』が使用 されたが、中国語による解説がなく、直接の使用が難 しかったため、
国際関係学院(大 学)な どで中国語による注釈が加えられ、北京、西安などの出版社数社から発
行 され、東北を中心 としたかなり広い範囲で使用 された。
また、テレビの普及にともないビデオ教材の開発 も進め られた。その最初のものは大連外語に





基礎』教材 はNH:Kの 協力 を得て1980～81年 に作成 され、逐次テレビ大学の正課の授業 として全
国のテレビネットワークで放送 されている。また、中国の人民教育出版社 と日本の教科書出版社
光村書店共同開発による 『標準 日本語』 も映像化 され、中国中央テレビから全国向けに放送 され
ている。




等学校教材審査委員会を設置し 『初級中学日本語教科書』の編纂を指導監督 しており、既 に第二
次改訂版の審査を終了 し、現在、第三次改訂版の編纂計画が進んでいる。
また、一般学習者の中にはNHKに よる 『やさしい日本語』の聴取者が多 く、一時は教材の供
給が間に合わない状況を引き起 こした。





日本語 ・日本文学専攻を対象 とした日本語教材においては、構造シラバスからの脱皮が とくに
著 しい。それは基礎段階において二年間という十分な学習時間を駆使で きるからであり、談話構
造の構成分子 としての 「機能」を配分 していくことは、学習者の注意力を分散することなく文全




例えば上海外語で作成 された 『日語』教科書においても文型シラバスを中心に置 きながら、場所
(場面)を 設定して編集されており、構造シラバスと場所(場 面)シ ラバスの共合である。北京
大学 日本語科が編集 した。『基礎 日語』においては文法を中心 に置きながら、話題を考慮 しなが
ら編纂 されてお り、文法シラバスと話題シラバスの結合である。新 しく編纂 された上海外語の 『新
編 日語』は基本的構想は変わっていないが例文が大量に補足 され、文型シラバス的要素が更に明
確になっている。大連外語、遼寧師範大、北京大学三者共同編纂による 『新編基礎 日語』は編集











ビデオ教材においては、その画像効果 を十分発揮させるため機能を場所(場 面)シ ラバスで包





3.ニ ー ズの 多様 化 に備 えて
中国においても国際化が進むにつれて更に多くのニーズに見合った日本語教材の開発が望まれ
ている。日本で もここ数年来700種 に及ぶ 日本語教材が開発されているが、それをそっくりその
まま国外に持ち出して使用できるものではない。言語環境の全 く異なった土地でおこなう日本語












と思 うが、更に一歩踏み込んだ時点では問題は山積 している。教材の問題 も、その一つである。
これは国語教育か ら日本語教育への頭の切 り替えの問題でもある。国外で日本語教育あるいは日
本語教材を考える場合、 日本語を徹底して捕 える。 しかし、日本国内ではやはり自国語 として し
か捕えない。私は日本の日本語教師が努力 していないなどとは毛頭考えていない。むしろ大変努
力 しておらえると思 っている。問題は学習する側に立って日本語を考え、日本語教材 を考え直す
時期に来ているのではないだろうかということである。国外で日本語教材を編集するとき、編集
者は当然外国人である。外国人である以上、 日本語は外国語であり、 日本語に対する理解、日本
文化の素養において日本人に及ばないのは当たり前である。教材編集の過程で当然のことなが ら
日本的ならぬ要素が讒入してくる。そこに日本人学者の出番がある。大いに矯正 してもらってい
いわけである。逆 に日本で日本人が 日本語教材を作成する場合、学習者である外国人の側から見
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た欠陥を指摘 してもらうことは極めて有益であるように思われる。これは学習者のニーズに関わ
る問題で もあるし、編集プランやシラバスの選定以前の問題ではないだろうか。いろいろな形で
の内外共同編集による日本語教材の開発は、 よりよい教育効果を生むだろうし、今後の日本語教
材の開発がそういう方向に向かうことを期待 してやまない。
「はじめに」では関正昭先生の 『日本語教育史』から多 く引用させていただいた。ここに感謝
の意を表 したい。
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